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§１．研究成果の概要 

 

 今年度は半年間の初年度であり，本研究の中心テーマである信頼インタラクションデザインの研

究を進めるための一番基本的な準備研究を中心に研究を遂行した．大まかには，本チームのコア

技術である適応的信頼較正を実現するための要素技術・要素システムの開発の基礎的な研究を

実施した．また一方，信頼較正 AIの応用領域である，胸部 X線画像の人間-AI協調読影と 5歳

児健診のタスク AI開発とデータ取得環境の整備を進めた．これらの研究テーマについて，具体的

に遂行した研究内容を以下に示す． 

 適応的信頼較正理論を具現化するためには，過信／不信を自動判定し，較正キューを適切なタ

イミングで表出できる「信頼較正 AI」と実際に人間に代わって領域タスクを処理する「タスク AI」を

開発する必要がある．今年度は，信頼較正 AI開発の基礎研究として，人間がどのように AIに対

して信頼を構成するのかという信頼メカニズムを仮説・実験的検証のアプローチで解明することを

目的とした研究を行った．合わせて，一般的な信頼モデルについてサーベイを行い，本チームが

ターゲットとする認知信頼モデルの構成要件を明らかにした．また，較正キューを人間に表出する

方法論であるメタサジェッションを開発する信頼インタラクションデザインのための基礎研究を行っ

た．このテーマに関しては，複数ロボットによる感情表出，較正キューのためのナッジ技術の開発を

行った． 

 以上の信頼較正 AI開発に平行して，その応用分野である人間-AI協調肺ガン検診と 5歳児健

診のタスク AIを開発するための準備研究を遂行した．具体的には，読影タスク AIの開発に必要

となる機能要件の確認，開発のための基礎調査を実施した．また，5歳児健診に必要な 3つのタ

スク AI（問診 AI，視線分析 AI，行動分析 AI）のうち，機械学習をベースにした行動分析 AIのプ

ロトタイピングを行い，さらに実際に現場の医療施設でデータを取得するための IT環境の整備を

行った． 
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§２．研究実施体制 

 

（１）山田グループ 

① 研究代表者：山田 誠二 （国立情報学研究所コンテンツ科学研究系 教授） 

② 研究項目 

・適応的信頼較正理論のコア確立 

・信頼概念の期待効用への拡張 

・原 G・熊崎 G と連携した医療健診のタスク AI・信頼較正 AIの開発 

 

（2）寺田グループ 

① 主たる共同研究者：寺田 和憲 （岐阜大学工学部 准教授） 

② 研究項目 

・認知信頼モデル構築 

・学会連携による倫理的課題の検討 

 

（3）小野グループ 

① 主たる共同研究者：小野 哲雄 （北海道大学大学院情報科学研究院 教授） 

② 研究項目 

・信頼較正 AI とタスク AIの相互作用モデル 

・較正キューの探索的デザイン 

・ツイン AIのエージェントデザイン 

 

（4）原グループ 

① 主たる共同研究者：原 武史 （岐阜大学工学部 教授） 

② 研究項目 

・人間-AI協調肺がん検診システムの実装と大規模実験による性能評価 

・協調肺がん検診システムの実稼働 

 

（5）熊崎グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者：熊崎 博一 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 室長） 

② 研究項目 

・5歳児健診のデータ収集の計画と実施 

・協調健診のための信頼較正 AIによるツイン AI構築と 5歳児協調健診の実稼働 
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